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Ⅳ．�1980年代におけるPC産業の成長と競争

１　1980 年代初頭のPC産業と IBMの参入

（１）1980 年代初頭のPC産業
産業形成間もない 1980 年ころのアメリカにお

いて，PC 産業は，急激な成長の過程にあった。
78 年から 80 年の間に，PC の売上は，台数ベー
スで 190 千台から 345 千台（約 1.8 倍），金額ベー
スで 235 百万ドルから 1,070 百万ドル（約 4.5 倍）
へと急増した。このような拡大するアメリカ市
場は，80 年には，その約 5 割が技術・専門家用
PC，約 4 割が小企業用 PC，そして残り約１割弱
が消費者用 PC の主として３つのセグメントで構
成されていた１。また 80 年における，アメリカ
PC企業のシェアを見ると，タンディ社（ラジオ・
シャック），アップル社，コモドール社の 3 社が，
出荷台数ベースでおよそ 60% を占めており，出
荷金額ベースでも約 36% となっており，この 3
社がこの時期の主要な PC 企業であったことがわ
かる２。

このころの PC は，黎明期のような組立キット
ではなく，いわば完成された PC として販売され
るようになってきていた。つまり PC は，ハード
ウェアとソフトウェアからなり，前者は，CPU，
メモリ，その他の電子部品やスロット，コネクタ
などを回路基板上に搭載したマザーボード，およ
びこれらの部品を収納した筐体によって構成され
た PC の中心的機能を担う「本体」と PC への入
力 ･ 出力などの機能を担う「周辺機器」から構成
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されていた。具体的には，主に PC 本体と，出力
装置であるディスプレイ，入力装置であるキー
ボードを基本構成とし，当時は，本体と入出力装
置が別々に販売されたり，一体型となっている場
合もあった。これらの基本構成に加えて，PC に
は拡張スロットが備えられており，ここにカセ
ットテープやフロッピー ･ ディスク・ドライブ

（FDD）などの外部記憶装置やディスプレイ，プ
リンター，モデムなどさまざまな周辺機器を接続
することができた。また後者のソフトウェアにつ
いては，すでに「オペレーティング・システム

（OS）」と「アプリケーション・ソフト」とで構
成されるようになっており，いずれも外部から購
入できるようになっていた。

それゆえ，ユーザーは，このような PC を購入
したうえで，用途に応じて PC メーカーあるいは
別の企業から部品や周辺機器を購入し，また適宜
多種多様なアプリケーション ･ ソフトを購入し，
いわば自らの PC としてカスタマイズして組み合
わせることによって，実際に PC を使用すること
ができた。このように PC は，様々な部品・周辺
機器やアプリケーション・ソフトなどの取り換え
可能な複数の「モジュール」の組み合わせによっ
て構成された「モジュール型システム」であると
いえる。このモジュール型システムにあっては，
システムとモジュールとの間のインターフェイス
の規格が統一されていることによって，システム
の他の部分を変更することなく，多様な，あるい
は新旧のモジュールを入れ替えたり，追加したり
して，これらを組み合わせて用いることができる
ので，このようなシステムは多種多様な機能を果
たす汎用性をもつことができる３。

PC メーカーはこのようなシステムすべてを製
造，販売していたわけではなかった。基本的には
PC 本体を開発し，その部品を外部から調達して
組立てることを中心に事業を展開し，システムを
構成する周辺機器やコンポーネントについては，
一部生産する場合もあったが，基本的には外部
から OEM で調達したり，外部のものをユーザー
が独自に購入して活用するようになっていた。そ
れゆえ PC メーカーは多くの部品やコンポーネン
ト，ソフトウェアの生産，各種製品の販売機能は
外部企業に依存するようになっていた。

このような外部企業への依存は，形成期の PC

産業を構成する主な企業がスタートアップ企業や
中小規模のエレクトロニクス関連の参入企業であ
ったため，さまざまなコンポーネントや多数のソ
フトウェアを自ら生産することが困難であったか
らと考えられる。それゆえ，PC 市場が拡大し，
PC メーカーが成長し，また PC が高度化して発
展していく過程は，既存の部品・周辺機器メー
カーが提供する既製部品や機器，PC ユーザーや
アマチュアを含む企業や開発者の提供するソフト
ウェアにますます依存していく過程でもあった。
こうして PC 産業は，すでに電気産業，事務機器
産業，コンピュータ産業などに存在していた多数
の既存企業の参入によって形成され，他方で，そ
の成長は，さまざまな部品，コンポーネント，ソ
フトウェアが複雑に関連する分業構造の形成と発
展，拡張，そしてその固定化を促し，この広範で
補完的な周辺産業における多数のサプライヤーを
成長させていったのである。

実際に主要部品である CPU やメモリには，
1980 年代初頭にはすでにエレクトロニクス産業
の発展を基盤として，実績のある半導体企業が多
数存在し，それらが主要なサプライヤーとなっ
ていた。また PC 本体やプリンター，ディスプレ
イ，外部記憶装置などの周辺機器についても，家
電メーカー，事務機メーカー，コンピューター・
メーカーを基盤として既存の大企業を含めて PC
およびその関連製品のサプライヤーが多数存在し
ていた。このことは，たとえば当時中心的なサプ
ライヤーであった日本企業についてみると，83
年における OEM 市場の割合（台数ベース）が，
FDD86.0%，フロッピー・ディスク 76.8%，ハー
ドディスクドライブ 68.1%，CRT38.6%，プリン
ター 84.2% と極めて高く，OEM 市場が発展して
いたことからもうかがえる４。また具体的に日本
企業と欧米の PC メーカーとの OEM 提携を見れ
ば（表２），直接，PC 関連の周辺機器として用
いられているかは定かではないが，PC メーカー
が多くの日本の電機メーカーから PC や各種周辺
機器を OEM で調達していることがわかる。
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（２）IBMの PC産業への参入
当初はスタートアップ企業や中小規模の企業で

構成されていた PC 産業が巨大な市場へと成長し
つつあるなか，1980 年前後には，徐々に大企業
がこの産業に参入するようになってきた。たと
えば，半導体企業の Texas Instruments （79 年），
事務機器メーカーの Xerox（81 年），コンピュー
タメーカーの HP（80 年），IBM（81 年），DEC（82
年）などといった大企業が PC 産業に参入しはじ
め，このころの市場も一気に拡大していった。そ
してこれら参入してきた大企業の中で，その後の
PC 産業に大きな影響を及ぼすこととなったのが
IBM であった。

IBM は，1981 年 10 月，The IBM Personal 
Computer（以下 IBM PC）を出荷開始した。そ
の最小のシステム構成は，分離した PC 本体と
キーボードからなり，1,265 ドルで販売された。
CPU は Intel の 8088 を使用し，本体には 5 つの
拡張スロットなどの接続端子があり，これにオプ
ションのディスプレイやフロッピー・ディスク・
ドライブ（FDD），拡張メモリなどが接続できた。
またソフトウェアとして，マイクロソフト社の
BASIC のインタプリタと OS の PC-DOS が標準
で同梱されていたほか，IBM PC の発売時には，
アプリケーション・ソフトが他社から発売されて

おり，これらを購入して利用することができた５。
IBM PC の開発は，1980 年，下位の小型コン

ピュータや端末の生産 ･ 開発を担っていたゼネラ
ル・プロダクト事業部のボカラトンにあるエント
リー ･ レベル・システム部のプロジェクトとして
開始された。1 年後に PC を市場に投入すること
をミッションとしてこのプロジェクトは，開始間
もなく IBM の独立事業単位（IBU）として進め
られることとなった。この IBU は，会長，社長，
上級副社長で構成される IBM の最高意思決定機
能を持った企業経営委員会直属の組織で，巨大化
し官僚的となって硬直化した組織にあって，急速
に変化する環境へと迅速に対応するために，特定
のプロジェクトを短期間で達成して組織を活性化
することを目的に IBM が導入した制度である６。

このような自律的な組織としての性格を持つ
IBU として立ち上げられた PC 開発プロジェクト
は，事業部や事業グループからの干渉，IBM の
伝統的な慣行を排して進めることができた。それ
ゆえこのプロジェクトでは，比較的標準的な部品
やコンポーネント，周辺機器から構成される製品
として PC を設計するために，IBM 社内でも内製
化できる多くの部品や補完製品，ソフトウェアを
外部から調達することとした。たとえば，CPU
は Intel 社，OS は Microsoft 社が生産し，FDD

ブランド企業 コンピュータ FDD ディスプレイ プリンター
アップル アルプス電機 アルプス電気 東京電気

バロース

国際電気 国際電気 シルバー工業
新興製作所
日立工機
富士通

タンディ
シャープ 東京電気 アルプス電気

東京電気
リコー

ユニバック 東京三洋電機 沖電気工業

IBM
松下電器産業 ワイ・イー・データ 松下電器産業

三菱電機
エプソン
沖電気工業
日立工機

スペーリー・ユニバック 三菱電機
コモドール アルプス電気 ブラザー工業
HP ソニー
シュガート 松下通信工業

オリベッティ シャープ
信和デジタル機器

シアーズローバック 信和デジタル機器

DEC 東京重機工業

表２　PC，周辺機器のOEM調達先（日本企業）

出所：矢野経済研究所［1983］39-55 頁より作成。
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完製品が迅速にかつ多数市場に出回ることによっ
て IBM PC の価値を高め，その売上促進を図った
のである９。実際に，IBM PC が発売された当初に
は，システムの最小構成が本体に加え，16K バイ
トの RAM とキーバードの組み合わせとなってい
たが，ディスプレイ，拡張メモリ，ディスクドラ
イブなどの 13 のハードウェアの補完品，そして
７種のソフトウェアが用意され，顧客はその用途
に従って，これらを組み合わせて購入することが
できた。しかしおよそ1年後の82年半ばにはハー
ドウェア，ソフトウェアあわせて，1,250 の補完製
品が，またさらに 1 年後の 83 年半ばには 3,000 の
補完製品が多数のベンダーによって市場に出荷さ
れていた10。

このようにみると IBM PC の成功は，補完製
品の提供者である関連産業の一定の発展の下で実
現されたといえる。他方でこの成功それ自身が，
直接，間接に，部品産業，周辺機器産業，ソフト
ウェア産業といった補完産業の発展・成長を促
し，ひいてはPC産業全体の成長を促進しながら，
PC 産業における既存の細分化された分業構造を
確固たるものとして固定化させていったといえよ
う。まさに 1980 年初頭までにすでに確立してい
た細分化された分業構造と，以前からのエレクト
ロニクス産業の基盤を積極的に活用することで，
IBM は PC 市場に迅速に参入する一方，自らの
成功により，この構造をより強固なものとさせて
いったのである。

このような補完産業に支えられ，またその成長
を促しつつ，IBM PC の売上も順調に伸びていっ
た。IBM PC は発売から 4 ヶ月後の 1981 年末ま
ではおよそ 13,500 台が出荷されただけだったが，
その翌年の 82 年には 18 万台を出荷した 11。そし
て 83 年以降，IBM は，表３のようにＸＴやＡＴ
などの新機種をオープン・アーキテクチャの方式
で仕様を公開し，一定の下位互換性を維持しな
がら順次投入していた。その出荷台数は，83 年
には 68 万台と，売上が急増し，アメリカの PC
メーカーのなかでのシェアが 9.6% に上昇し，コ
モドール（33.7%），アップル（11.2%）に次ぐ第
3 位となった。しかしながらこれを出荷金額でみ
ると，IBM は 32 億ドルで 28% を占め，シェア
第 1 位となっており，その売上を急増させている
ことがわかる 12。さらに世界市場での出荷台数シ

は Tandon 社，電源機構が Zenith 社，基板組立
が今日の EMS の前身である受託製造企業の SCI 
Systems 社，プリンターがエプソンなど，エレク
トロニクス産業においてすでに多数存在していた
外部企業を活用し，これらを集めて IBM のボカ
ラトンの工場で PC に組み立てた。社内からは，
CPU 用のカード，キーボード，プリント基板を
調達しただけであった。こうように製品の規格を
標準的な構成とすることで，外部企業からの調達
を迅速に増やすことができ，それによって開発時
間を短縮して，プロジェクトに与えられた 1 年と
いう短い期限の遵守を可能とするとともに，調達
コストを IBM 社内のそれと比べて大幅に削減す
ることができた７。いうまでもなく迅速かつ大量
に外部調達が可能となったのは，先にも述べたよ
うに，部品や周辺機器，ソフトウェアの産業が
80 年ころにはすでに確立し，一定程度成長した
供給能力のある企業が存在していたからであり，
それゆえこれを基盤として形成されてきていた一
定の供給体制を IBM は PC 開発のミッションを
遂行するために積極的に活用できたのである。

また流通の面に関してみると，IBM 社内で
は，IBM データ・プロセッシング事業部が特
別に編成した販売部と 4 店舗を持つ IBM プロ
ダクト・センターが IBM PC の販売を担って
いた。しかしここでも積極的に外部の販売機能
を活用し，多数のパソコン・ショップのチェー
ン店を持つ Computerland 社，および百貨店の
SearsRoebuck 社が新たに展開しようとしていた
店舗の Sears Business Systems Center 社といっ
た社外の販売業者のチャネルを活用して多くの
PC を販売する決定をした８。

また IBM は IBM PC をオープン・アーキテク
チャーとし，その仕様を公開した。IBM は，IBM 
PCの出荷に先立つ1981年 8月に技術仕様書（The 
IBM Personal Computer Technical Reference 
Manual）を公開し，プログラマー，ハードウェア
やソフトウェアのエンジニア，設計者などのため
に，ハードウェアの仕様やインターフェイスの情
報，プログラミング支援情報などを提供した。こ
のように IBM PC をオープン・アーキテクチャー
とすることで，外部企業が IBM PC に接続可能な
周辺機器や利用可能なアプリケーション・ソフト
の開発を容易にし，その結果として，これらの補
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ェアで見ると，IBM は 84 年には 12% で，世界 2
位，そして翌85年には16.1%で世界1位になると，
以後 91 年まで，シェア 11 ～ 12% で世界 1 位を
維持していった 13。

２　�PC産業におけるデファクトスタンダード
の形成

（１）IBM互換機メーカー成長の概観
以上のような IBM PC の成功は，IBM PC へ

の多数のハードウェアやソフトウェアの補完製品
市場の形成によって実現するとともに，それによ
って PC 産業そのものも成長し，またこの産業へ
の多数の企業の参入を生み出し，そこにおける競
争のありかたを変容させていった。図３で PC 産
業の成長をまず出荷台数で見れば，1983 年には 5
百万台を越え，85 年に景気低迷を背景に一度減
少をみるが，10 年後の 92 年には，その 2 倍の 1
千万台を越え，81 年からの年平均成長率も 32％
と高い成長を実現している。また出荷金額では，
84 年に 100 億ドルを越えて 130 億ドルとなり，6
年後にはその約 2 倍となっており，継続的に成長
を続け，こちらも同期間の年平均成長率が 30％
となっている。しかしながら，86 ― 92 年の期間
の平均成長率は，台数で 7%，金額で 10% となっ
ており，80 年代後半の成長は鈍化傾向にあった。
とはいえ，80 年代の PC 産業における急成長に

よって，PC の収入は，すでに 83 年にはメイン
フレーム・コンピュータの収入を越え，さらにそ
の収入を伸ばしている。（図４）またビジネス向
け PC が用途別シェアで増加していることから，
当該分野がこの時期の PC 産業の成長を主導して
いたといえる 14。

このような 1980 年代半ば以降におけるアメリ
カ PC 産業の成長要因のひとつとして挙げられる
のは，IBM による PC 市場への参入により創出さ
れた市場の拡大であったと考えられる。すなわち
ひとつは，IBM 自身の PC が急速にシェアを伸ば
したことによる成長であり，いまひとつは IBM 
PC と同じソフトウェアや周辺機器などを利用で
きる互換性をもったいわゆるクローン PC（互換
機）を供給するメーカーが多数 PC 産業に参入
し，そのシェアが拡大したことによる成長であっ
た。IBM PC の実際の需要は事前の需要予測を 5
倍も超え，なおかつ 83 年半ばに月 3 万台を生産
しながらもなお膨大な受注残が存在していたとい
われるほどの大きなものであった。その結果，多
数の互換機メーカーが PC 市場に参入する機会を
与えたといわれる。しかもこの間，多数のソフト
ウェアや周辺機器の補完製品のベンダーやサプラ
イヤーが IBM PC 向けに補完製品を大量に供給
したことが，互換機メーカーによる参入を促す
要因となったといえよう。具体的には，83 年半
ばころまでには，Eagle Computer 社，Colombia 

表３　IBMの PCファミリーの変遷

出所：�IBM Archives, The IBM PC's debut details,The first 10 yearsなどより作成。

年 月

1981 8 The IBM PC 1,.00

3 PC/XT 2.00

10 PC/XT 3270 

11 PCjr 2.10

2 Portable

8 PC/AT 3.00

1 RT PC 3.20
8 Convertible

（Laptop）
9  XT M286

1983

1984

1986

ファミリー PC PC/XT PC/AT RT
PC DOSCPU i8088 i286 RISC chip



　秋野晶二：アップル・コンピュータ社の成長と近代企業（中）

48

Data Products 社，Corona Data Systems 社，
Compaq Computer 社などの中小の新興企業ある
いは新規設立企業に加えて，TI，NCR，Olivetti，
Wang，Zenith 社，三洋電機，日立製作所といっ
たエレクトロニクス業界の大企業・海外企業が互
換機を投入していた。その後も，すでに非互換
機を投入していた PC メーカーも含めて Tandy
社，Commodore 社，HP，DEC，Data General
社，Sperry 社，AT&T などといった企業が次々
と互換機を投入し，さらには Businessland 社や
ComputerLand 社といったような小売チェーン
までも自社ブランドで互換機を提供するなど，80
年代半ば以降においても多数の企業が互換機市場
に参入していった 15。

このような互換機の成長を概観すると，アメリ
カでは，IBM およびその互換機の市場シェアは，
1982 年に 18% だったのが，83 年には 40% と急
拡大した。さらに 86 年には半数を占めるに至り

（うち IBM が 22%，互換機メーカーが 28%），互
換機メーカーの躍進がとりわけ 80 年代半ば以降
の PC 産業の成長に貢献したといえる。そして 90
年ころにおいては，IBM 自身のシェアが 16.6%
にまで低下する一方，IBM の PC を基礎にした
ものが 9 割を占めるようになったといわれる。ま
さに 80 年代における PC 産業の成長の過程は，

IBM およびその互換機が PC 産業において業界
の事実上の標準として普及し，産業の成長を主導
していった過程でもあったといえる 16。

（２）�互換性と互換機メーカー台頭の背景：
BIOSとチップセットの事業化

このように IBM PC の互換機が PC 産業の主流
となっていったとはいっても，当初，その互換性
の程度はそれぞれの機械によって異なっていた。
互換機の中には，「互換性」があると銘打ってい
ても，単に同じ米 Microsoft 社の MS-DOS を使
っているだけのものから，ほぼ互換性のあるもの
まで，幅広い種類があった。いうまでもなく同じ
OS や同じ CPU を搭載しているだけでは互換性
を実現することは困難で，完全な互換性を確保す
ることは IBM の PC を複写する以外にはないと
もいわれている。

互換性にはいくつかのレベルがある。OS が同
一であれば，OS レベルでの互換性がある場合が
あるが，それはソフトウェアが周辺機器などの
ハードウェアとの入出力を必要としない場合に
限られる。しかし一般的なソフトウェアは，周
辺機器とのやり取りを行うので，このような場
合には，同じ OS が搭載されていても，それだけ
では互換性を確保することができない。IBM の
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　  出所元はDataquest Inc.
出所：�U.S. Bureau of the Census[1988]p743より作成。

図３　アメリカにおけるPC市場の成長 図４　アメリカにおけるメインフレームPCの収入の推移



立教ビジネスレビュー　第 14 号（2021）43-66

49

PC において入出力装置などの周辺機器を利用す
る際には，周辺機器との間での信号の入出力を行
う必要があり，これを制御するのが BIOS（basic 
input-output system）と呼ばれるプログラムであ
る。この BIOS プログラムのコードは IBM PC で
は ROM 化されており，それが PC においてソフ
トウェアとハードウェアとのインターフェイスと
なっている。この BIOS レベルで互換性がある場
合には，ハードウェアに大きな違いがなく，ソフ
トウェアも特殊なハードウェアへの依存がない限
り，当該 PC は相互にソフトウェアやハードウェ
アにおいて多くの場合互換性を持つことになる17。

しかしこの BIOS レベルの互換性があっても，
なお確実な互換性を維持するにはマザーボード
のハードウェアレベルでの互換性が必要になる。
PC のハードウェアは，基本的には CPU とメモ
リ，様々な周辺機器，そしてこれらの間で信号の
やり取りを行う信号線となるバス，信号のやり取
りを制御するコントローラから構成されているも
のとみることができる。それゆえハードウェア
の面からみて PC の互換性には，CPU やメモリ，
周辺機器の仕様に加え，これを拡張して DMA，
割り込み，タイマなどの制御ロジック，そして周
辺機器との接続に関わるバスの規格が同一である
必要がある。特に PC の互換性にとって，多様な
周辺機器が使用できるということが重要である点
から，バス規格との互換性が重要となる。すな
わち IBM の PC との互換性を維持するためには，
これと同じ動作をするバス規格を採用する必要が
ある。この点について，先の技術仕様書で IBM
はその回路図を公開しており，バスをこれに基づ
いて作ることは可能だったといわれる。しかしそ
こには厳密なバスタイミングや動作の詳細な仕様
まで公開されておらず，回路図通り制作してもそ
の互換性は保証されたものではなく，それゆえバ
スの動作が微妙に異なることがあり，互換性を確
保することが困難であった 18。

このように IBM PC と完全な互換性を確保す
るということは困難であり，80 年代の半ばにお
いては，なお IBM の PC との互換性は機械によ
ってばらつきがあった 19。こうして 1980 年代の
半ばにおいては互換機は互換性という点ではなお
十分ではなかった。しかしながらそれにもかかわ
らず，IBM の PC が充分に供給されていないな

かで，PC ユーザーにしてみれば，価格も低廉と
いうことから，互換性において不十分さがあった
としても，互換機の購入を選択し，その結果，互
換機の市場規模は拡大していった。その中でも互
換性の高い機種は IBM の PC の在庫がない場合
には，その補完的な役割を果たし売上げを伸ばし
ていったといわれる 20。

いうまでもなく IBM 側では，このような互換
機への対策を講じていた。IBM は BIOS を ROM
チップに納め，その仕様をさきの Technical 
Reference Manual で公開する一方，このプログ
ラムの著作権を取得していたのである。これによ
って，BIOS を複写した疑いのある企業に対して
知的財産法違反で訴訟を起こしていった。具体
的には，84 年，互換機メーカーの Corona Data 
Systems 社および台湾からの互換機輸入業者
Handwell社の2社に始まり，Eagle Computer社，
カナダの互換機メーカー Spirales Computers 社，
イギリスメーカーの Computoprocessing 社，日
本の松下電産，さらには台湾メーカー 11 社など
と BIOS の著作権侵害をめぐって訴えを起こして
いったのである 21。このような訴訟により，IBM
は，BIOS の複写をやめさせ，互換機開発を抑止
しようとした。

しかしながら IBM の PC の BIOS と同様の機
能をそのコードの著作権を侵すことなく合法的に
開発し，さらにそれを外販する企業が登場してき
た。ROM に書きこまれたコードは法律で保護さ
れているので，その複写は IBM の著作権を侵害
することになるが，著作権によって保護されてい
るのは記述された特定のプログラムコードだけで
あって，そのコードによって実行される機能は
保護されているわけではない。それゆえ IBM が
作成した BIOS のコードとは全く別のプログラム
コードで機能的には IBM の PC と互換性をもつ
ような BIOS コードを記述できれば，そのよう
な BIOS のコードは IBM の著作権を侵害するこ
とにはならない。ただし，そのようなプログラム
を著作権を侵害することなく開発するためには，
その開発者が公開されている IBM の BIOS コー
ドをまったく閲覧することなく作成したことを
示す必要がある。それゆえ，むしろ IBM がソー
スコードを含む BIOS の詳細な仕様を公開したの
は，互換機を開発しようとする企業がこれを少し
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でも閲覧・参照すれば，その企業が著作権のコー
ドを BIOS に混入させたと主張することができる
ためだったともいわれている 22。しかしながらこ
のような困難な条件をクリアして，合法的な互換
BIOS を開発した企業が現れたのである。

そのような企業のひとつが 1982 年 2 月に創業
した Compaq Computer 社である。この Compaq
初の製品が 83 年 1 月に出荷された IBM 互換機
の Portable であり 23，その BIOS 開発のプロセス
において，「クリーンルーム方式」と呼ばれる方
法でのリバース・エンジニアリングが活用されて
いた。具体的には，ソフトウェア担当者を二つに
分け，一方は IBM の BIOS コードから詳細な機
能仕様書を作成し，もう一方が，この仕様書か
ら，公開された BIOS のコードに全く接すること
なく，同じ機能を実現するように独自コードを作
成するのである。その際，機能仕様書に基づい
て，ひとつひとつデータの入力と出力を比較し，
それぞれ BIOS がどのような処理をしているかを
推測してこれをコード化し，もとの BIOS と同
じ動作をするまでテストを繰り返しながら BIOS
コードを作成する。それゆえこのようなリバー
ス・エンジニアリングによる BIOS の開発には，
元の BIOS コードに接していない技術者の雇用と
その証明も含めて，長い時間と費用がかかる 24。
Compaq の場合には，15 人の上級プログラマの 9
カ月にわたる時間と 100 万ドルの資金を費やした
といわれ，IBM PC との互換性が高いことで評価
された。その結果，発売当初より高い実績をあげ，
初年度に 53,000 台を販売し，1 億 1,100 万ドルの
売上を上げた。およそ 1 年後，IBM もポータブ
ル機（IBM Portable Computer）を発売したが，
Compaq の PC の方が互換性があり，堅牢性や信
頼性も高かったといわれ，10 対 1 で Compaq 社
の機械が上回ったといわれる。こうして Compaq
社は，IBM 用のすべてのソフトウェアを動作さ
せるという姿勢で臨むことで，ユーザーが信頼を
もってコンピュータを購入するとの考えから，多
額の費用と時間をかけてより高い互換性をもった
BIOS を開発し，その結果として PC 市場で一定
の優位性を獲得することができたといえる 25。

以上のように，Compaq 社にとって互換性を持
った BIOS およびその開発能力は，PC 産業にお
いて競争優位を獲得するための重要な資産となっ

ている。同様に，Compaq 社に先んじて互換機を
販売していた Columbia 社や Eagle 社，さらにそ
の後互換機を投入した Zenith 社や AT&T 社な
ども互換 BIOS を自社開発することで，互換機市
場で一定の実績を獲得していた。すなわち優れた
互換 BIOS を自社開発した企業は 1980 年代の半
ば，多数の互換機メーカーが市場に参入してくる
中で，自社開発できない互換性の程度が低い企業
に対して一定の優位性を確保していた。他方，先
にみたように互換 BIOS の開発には時間と費用が
必要となるのであって，多くの互換機メーカーに
とって著作権を侵さず，なお優れた互換 BIOS を
自社開発することは困難であったといえよう。そ
の意味で 80 年代前半ころまでの互換機市場にお
いては互換性の高い PC がまだ少なく，互換機市
場の拡大には一定の制約があったといえよう。

このように，IBM の互換機市場という高い
成長の可能性のある市場にあって，優れた互換
BIOS はキーパーツであり，それゆえ互換機メー
カーにとってその開発能力は優位性の源泉である
と同時に，その構築は費用と時間の面で大きな
制約となっていたと推察できる。そのような中
で，既存の，あるいは潜在的な多数の互換機メー
カーに対して，自らは PC を生産しないにもかか
わらず，互換 BIOS を自社開発し，これを外販す
る企業が登場してきた。そのような最初の企業が
Phoenix Technologies 社であった。

1979 年に創業し，システム・ソフトウェアを
開発・販売していた Phoenix 社（当時は Phoenix 
Software Associates 社）は，Compaq 社と同様
の方法で，公開されている IBM の BIOS コード
をまったく閲覧することなく，これと同等の機
能を果たす BIOS を開発し，84 年 5 月に外販し
た。この際，Phoenix 社は，自社 BIOS を顧客が
安心して利用できるよう，IBM 社からの著作権
侵害訴訟に備えて，この開発過程を記録すると
ともに，200 万ドルの保険を掛けたといわれる。
その結果，Phoenix 社の BIOS は，87 年ころま
でには，Tandy 社，Kaypro 社，TI 社，HP 社，
AT&T 社などの数十社の企業に販売され，IBM
の PC と高い互換性をもった PC 市場が拡大して
いくこととなった 26。そしてこの BIOS 市場の急
拡大を受けて，Award Software 社，American 
Megatrends 社 . Microid Research 社などの新興
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企業による BIOS 市場への参入がみられるように
なり，互換機市場を拡大させるひとつの部品産業
が分化，独立することとなった。

このような BIOS 市場と同様に，互換機市場を
拡大するいまひとつの契機となったのがチップセ
ット産業の形成である。チップセットとは，一般
的には，ある機能を果たすために複数の LSI（大
規模集積回路）で構成されるチップ（集積回路）
のセットを指すが，PC の場合では，その CPU
とメモリやバス，拡張バスなどの PC の主要構成
要素との間の信号の制御を担う主要回路部分を置
き換えた複数の LSI のセットである。チップセ
ットが普及する前は，PC の CPU の主要回路部
分は，専用 IC や汎用的な論理 IC，メモリ，ディ
スクリート半導体などの多数の IC や電子部品で
構成されていたが，これを同等の機能を果たす少
数の LSI チップに置き換えたのである 27。これを
始めて実現し，このチップセットを外販したの
が，Chips & Technologies（C&T）社であった。

C&T 社は，特定の用途向けの IC（ASIC：
Application Specific Integrated Circuit：特定用
途向け集積回路）28 を設計・開発する会社として
1984 年 12 月に設立された。その翌年 5 月には映
像信号の入出力を制御するグラフィックス用チ
ップセットを発売したのに続いて，同年 11 月に
は，もともと 63 個の部品で構成されていた IBM 
PC-AT の主要回路部分を 5 個の LSI チップで置
き換えるチップセットを出荷し，マザーボード上
の部品数を 24 個に大幅に削減した 29。

このようなチップセットの利用の結果，PC が
小型軽量化しただけではなく，故障率を削減して
信頼性を高めるとともに，コストを削減するこ
とができたといわれる。チップセットのような
ASIC は，ある機能を果たしていた多数のチップ
を統合・集積することで電子回路間の信号遅延を
低減することができ，システムの性能を向上させ
ることができるといわれている。さらに基板上の
部品数や配線数を減らし，またそれによりシステ
ム内の基板の数も減らすことができ，その結果，
さらに消費電力を減らせるので，冷却ファンや
ヒートシンクなどの冷却装置なども不要になり，
その結果製造コストを削減することができる。加
えて，基板上の部品やはんだの数が減り，電源も
減るので，システムの動作温度も下がり，平均

故障間隔が長くなり，システムの信頼性が向上
する 30。このようにチップセットを利用すること
で，IBM の PC 互換機を製作することが容易に
なるだけではなく，機能，性能，信頼性に加えて
コストを削減することができ，IBM よりも優位
な互換機の開発が可能となったといえる。実際，
このチップセットの発売後，1 年ほどで，HP，
ITT，Tandy 社，NEC，Dell 社，韓国メーカー
2 社など多数の企業がこれを利用し，またそれに
伴い，C&T 社は急成長を遂げた 31。このような
チップセットの成長を背景として，Zymos 社，
VLSI Technology 社，LSI Logic 社，Faraday 
Electronics 社（後に Western Digital 社により買
収），TI 社など，ASIC メーカーなどが，PC 用
チップセット市場へと参入していき，PC 用チッ
プセットが一つの産業として確立していくことと
なった。

以上のように，1981 年に IBM PC が PC 市場
に投入され，急速に浸透していく一方，80 年代
前半においてこれと並行して互換機メーカーが多
数参入し，IBM による訴訟や互換性確保の技術
的困難性にも関わらず，互換機市場もまた急拡大
していった。このような拡大を可能にしていった
のは，IBM の PC に対する市場の信頼と期待を基
礎にした市場規模の拡大が予測されたことに加え
て，IBM のオープンアーキテクチャという戦略
により，詳細な技術仕様が公開されたこと，また
その PC が比較的入手可能な汎用的な部品で構成
されていたことが大きな要因であったと考えられ
る。そしてこのような背景のもとで，BIOS およ
びチップセットという二つの産業が PC 産業内に
おいて新たに形成された点が大きな契機となり，
互換機メーカーによる比較的安価で互換性の高い
PC の開発・生産が可能になり，そのことが参入
を容易にしたといえよう。BIOS やチップセット
のベンダーは，公開されていた IBM の PC の仕
様を「標準」として，これらの性能と信頼性が高
く安価な部品を開発し，潜在的に存在していた多
数の互換機メーカーにこれらを供給し，互換機が
市場に浸透することで，80 年代後半以降の IBM
の PC が事実上の標準として確立していったので
ある。
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３　�1980 年代における PC産業の競争とその
展開

（１）�PC 産業における競争の特徴：価格競争
と差別化競争の展開

1980 年代前半の PC 産業において，IBM の PC
の規格に準拠する形で多くの PC が開発・販売さ
れるようになり，80 年代後半以降，それが主流
を占め，事実上の標準が形成されるようになるな
かで，この標準を軸に規格内競争が激しさを増し
ていった。とりわけ PC 産業において特徴的であ
ったのが，激しい価格競争と新製品の相次ぐ投入
と多機種化による競争であった。ここではこの 2
つの競争についてみていこう。

まず価格競争についてであるが，図３から 1 台
当たりの名目出荷価格の推移をみると，図５のよ
うに 1980 年から 82 年にかけては大幅な価格低下
がみられるが，その後その価格は徐々に上昇を続
け，90 年代に入り停滞・低下に転じている。こ
のような全体的な価格動向にあって，一方では高
機能で高価格の新製品が開発されながらも，特に
低価格の家庭用 PC の領域では，激しい価格競争
が展開されてきた。

たとえば 1980 年代初頭のビデオゲーム機ブー
ムを背景として，当時，廉価な家庭用 PC をめぐ
って，激しい価格競争が展開している。その契機
となったのが，82 年 4 月に Commodore 社が発
売した希望小売価格 299 ドルの Vic20 を，199 ド

ルで販売したことである。これに対して同じ市場
で競争を展開していた TI，Atari 社，Tandy 社
は，リベートの支払いや無料の周辺機器追加など
も含めて価格競争を展開した結果，82 年春には，
競合機種の価格がそれぞれ TI 349 ドル，Tandy
社 379 ドル，Atari 社 349 ドルと，300 ドル半ば
の価格であったのが，わずか 1 年後の 83 年 6 月
には，Commodore 社も 100 ドル切る価格で販売
され，TI 100 ドル，Tandy 社 199 ドル，そして
Atari 社は原価割れの 89 ドルにまで価格を下げ，
PC メーカーの業績を悪化させた 32。このような
直接的な激しい価格競争が常に生じているわけで
はないが，比較的安価な家庭用コンピュータでは
価格競争が激しくなる傾向があったといわれる。

このような価格競争に加えて，PC 産業では製
品価格が新機種投入から時間経過とともに次第に
価格を低下させる傾向があり，1 年で 15% ～ 20%
ほど低下するともいわれるほどの継続的な製品価
格の低下がみられる。例えば 1981 年 8 月に発売
された最初の IBM PC の価格は 64K バイトのメ
モリ，160K バイトの FDD が付属して 2,880 ドル
であったのが，19 か月後の 83 年 3 月の価格改定
の際には 2,108 ドルと約 27% の価格引き下げが行
われ，続く 17 か月後の 84 年 8 月には，360K バ
イトＦＤＤにグレードアップされて 1,815 ドルに

（約 14%）値下げされた。また 83 年 3 月に発売
された PC XT（256K メモリ，360K FDD，10M 
HDD）の価格 5,325 ドルは，17 か月後の 84 年 8
月には 4,395 ドルと 17% 値下げされ，さらにその
20 か月後の 86 年 4 月には 2,895 ドルと 34% もの
値下げが行われている。さらに 84 年 8 月に発売
された PC AT（512K メモリ，1.2M FDD，20M 
HDD）の価格 5,795 ドルが 20 か月後の 86 年 4 月
には 4,895 ドルと約 16% 値下げされた 33。このよ
うな新機種投入からの時間経過に伴う価格引き下
げは，IBM にとどまらず，他企業の PC にも見
られるこの業界での一般的な傾向といえる。特に
IBM の値下げは，新機種投入に合わせて，旧機
種の値下げを，在庫削減を意図して行われていた
ともいわれ，まさにこのような値引きは，PC 産
業における価格競争を反映するものであったとい
えよう。

次に製品の多機種化と新製品投入という差別化
の動向についてみておこう。ここでまず確認して

図５　PCの平均名目出荷価格の推移

出所：�図３より算出
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おきたいことは，上述のように PC は，モジュー
ル型のシステム製品であり，PC 本体と様々な周
辺機器・モジュールやソフトウェアの組み合わせ
によってはじめて一定の機能を果たすことができ
る製品である。それゆえ，それらの組み合わせ方
によって PC の機能は異なってくるのであり，そ
の意味で，PC は多機能性あるいは汎用性という
特徴を持っているといえる。そしてこのような特
性を持つ PC にあって，PC 本体は，いわば計算
機能を担う汎用機であり，その基本的な性能の向
上は CPU の処理速度の向上やメモリの容量の増
加によって示され，このような基本的な性能によ
って，取り扱うことのできるソフトウェアや周辺
機器の範囲が制約され，したがってその多様性も
制限されているといえる。

このような PC のシステム製品としての特徴を
念頭に置いたうえで，まずは IBM の PC 製品を例
にその全体的な展開を表４および前掲表３から概
観しておこう。PC の中核部品である CPU に対応
して基本的には，各製品モデルが構成されている
ことがわかる。そして 1980 年代前半までは，新し
い CPU に対応した新たな機種は約 1 年半で，ま
た同一の CPU の中でも小型（PCjr），ラップトッ
プ型（Convertible），ポータブル型（Portable）な
どの多様な PC も含めて，1 年ほどの間隔で新た

に PC が投入されてきた。また PC/XT シリーズ
のようにより高機能の CPU を搭載して，同一フ
ァミリーの基本性能を更新して新製品を投入する
場合も見られる。さらに，後述するように IBM
がこれまでの自らのバス規格とは互換性のない
マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（MCA：
Micro Channel Architecture）を利用した Personal 
System/2（PS/2）ファミリーへの大きな転換を行
った 1987 年 4 月以降においては，新たな機種の投
入という意味では PC/AT 投入から 3 年と時間が
かかったが，製品の多様な展開という意味では，
これまで以上に，その範囲も種類も拡大する形で
展開されていることがわかる（表４）。

具体的に PS/2 ファミリーが発表された当初
の 1987 年の IBM における製品展開についても
う少し詳しくみておこう（図６参照）。87 年に
は PS/2 ファミリーのラインアップは 5 つのモ
デル・17 機種が発表された。Model 25 は，8086 
CPU を使用したモニターと本体を一体化したモ
デルで，最も安価な価格帯に設定されている。
Model 30 はデスクトップ型モデルで，Model 25
同様，8086 CPU を搭載しているが，高容量 FDD
が利用でき，HDD を内蔵している点で Model 25
よりも性能が高く，価格帯も若干高く設定され
ている。そしてこの Model 25 と 30 は従来のバ

表４　PS/2 ファミリーの変遷

（注）�※印はISAバス（ATバスあるいはXTバス），それ以外はMCA。
出所：�IBM Archives, The IBM PC's debut details,The first 10 yearsなどより作成。

年 月 i386DX i486SX DOS OS/2 Windows

1987 4 M30※ M50 M60 3.30
8 M25※ M80 1.0

M70 2.03

M50Z 4.00 2.1
9 M30 286※ 1.1
5

M55 SX
P70 386

(Portable)
4.01

12 M70 486 1.2

3 M65 SX
5 M25 286※ 3.0
6 PS/1※

M90XP 486 
M95XP 486 

11 P75 486 1.3
3 L40 SX

(Laptop)
M90XP
486SX
M95XP
486SX

5.0

6 M35SX※
M35LS※ M40SX

M57SX 

10 M56SX

CPU
i8086 i286

i386 i486 OS
i386SX i486DX

1991

4

1988 6

1989

1990

10
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ス・アーキテクチャーを引き継いでいる。Model 
50 と 60 は，ともに 80286 CPU を搭載し，シリー
ズの中で中位の価格帯に位置付けられている。
Model 25 や 30 よりも高容量の RAM を使用し，
バス・アーキテクチャーはいずれも IBM の新し
い MCA を使用し，OS も新たな OS/2 が利用で
きた。Model 60 は，タワー型 PC で，HDD の容
量も多く，拡張性が高いモデルで，高価格となっ
ているのに対して，Model 50 は，デスクトップ
型で HDD などの容量が制限され，Model 60 の
廉価版モデルである。PS/2 ファミリーの中で最
上位機種・最高価格帯の Model 80 も MCA を使
用し，OS/2 も利用でき，タワー型 PC で，最も
高機能の 80386 CPU を搭載し，RAM や HDD の
容量も大きく，ネットワーク機能が強化されたモ
デルとなっている。

このような PS/2 発売当初の 1987 年には価格
帯を異にした 5 つのモデルは，PC 市場を大きく
異なる 3 種の CPU（8086，80286，80386）によ
って分けられる 3 つのセグメントに分けていた。
最初のセグメントの Model 25 および Model 30

は，エントリーレベルの個人ユーザー向け PC で
あり，中小企業も利用できる仕様となっている。
すなわち幼稚園児や学生が学習用に利用するだけ
ではなく，一般的なメールのやり取りやワープ
ロ・表計算など簡単な仕事を企業や家庭でも行う
ことができる仕様となっている。特に Model 25
は，幼稚園児の読み書きの指導や大学生の論文
作成支援などといった教育市場向けに発売した
PC である。第二のセグメントの Model 50 およ
び Model 60 は，企業向けをターゲットとしたシ
ステムで，各種のビジネス用ソフトに加えて，販
売・流通管理，在庫管理，会計処理などの用途を
想定したモデルである。そして最後のセグメント
の Model 80 は，当時もっとも高速の 80386 を搭
載したハイエンドモデルで，企業向けに加え，複
雑な科学技術計算や精密な画像処理を必要とする
設計，さらにローカルエリアネットワークやマル
チユーザーシステムのハブとしても利用できる仕
様となっている。こうして IBM はこれらの多様
な機種を通じて教育・家庭用からビジネス向け，
科学技術向けさらにはより高度な利用に至るまで

モデル名
（機種数）

Model 25 (8) Model 30 (2) Model 50（1） Mode 60 (2) Model 80 (4)

発売日 1987年8月～ 1987年4月 1987年4月 1987年4月 1987年7月～
形状 モニター一体型 デスクトップ デスクトップ タワー タワー

CPU 8086 8086 80286 80286 80386
(16MHz・20MHz)

RAM 512KB～ 640KB １MB １MB 1MB・２MB

FDD
3.5in720KB
×1 ・2台

3.5in720MB
×1・2台

3.5in1.44MB×
1台

3.5in1.44MB×
1台

3.5in1.44MB×
1台

HDD ー ～20MB 20MB 44MB・70MB 44MB～314MB
バス・

アーキテクチャ ISA ISA MCA MCA MCA
OS DOS3.3 DOS3.3 DOS3.3, OS/2 DOS3.3, OS/2 DOS3.3, OS/2

価格($) 1,350-2,273 1,695-2,295 3,595 5,295-6,295 6,995-13,995

最低 1350 1695

3595

5295

6995

最高 2273 2295

6295

13995

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000
＄

図６　PS/2 ファミリーの主なモデルの仕様と価格

出所：International Business Machines Corporation [1987a], The Byte editorial staff[1987]p.103より作成
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の PC 市場全体に向けての製品群を一気に投入し
た 34。

さらにこのような多様なセグメントに向けた各
モデルについて，その機能を向上させながら更新
し，継続的に新製品を投入していっている。たと
えば PS/2 の最も低価格帯に位置する Model 25
をケースにこの更新についてみてみよう（表５）。
すでに Model 25 を新たに投入した 1987 年 8 月
の段階で，発売予定のものも含めて，搭載メモリ
やキーボード，モニター，FDD などの構成の異
なる機種 8 機種を発表し，教育市場・家庭市場の
セグメントをさらに細分化し，製品の多様化を進
めている。そしてその 1 年足らずでネットワーク
機能を付加した 2 機種を新たに追加し，そのさら
に 2 年後の 90 年には，CPU をバージョンアップ
し，80286 を利用した 4 機種を発売して，基本的
な機能を更新している。

（２）�PC 産業における競争の背景：細分化さ
れた分業構造とモジュール型システム

以上のように，PC 産業においては，価格競争
とともに，PC を構成する部品やソフトウェア，
周辺機器といった補完財の組み合わせによって多
様な製品モデルが投入され，それらがまたこれら
部品・補完財の高機能化により継続的に新たな新
製品が投入されるといった多品種化をめぐっての

差別化競争が展開している。そこで次に，PC 産
業において，価格競争と新製品開発競争がこのよ
うに激しくなるのはなぜかについて考察しておこ
う。

まず価格競争については，第 1 に PC を構成す
る電子機器部品産業，とりわけ巨額な投資を必要
とする半導体産業において，規模の経済性や経験
効果が大きく作用していると考えられる。すなわ
ち電子部品は当該部品の生産量が増大していくに
つれ単位コストが低下し，なおかつ早期に量産を
実現した企業は，相対的に遅れた企業に対して
その経験効果の差によりより迅速にコストを引き
下げることが可能となり，利益を早期に回収でき
る。したがって電子部品産業においては，より集
積度の高い新製品を他社に先駆けて投入し，早期
に量産規模を実現することでコストを削減しよう
という動機が作用し，その結果として激しい価格
競争を引き起こす可能性が高い。さらにこれらの
電子部品を活用し，組み立てるような PC をはじ
め，PC の補完材となる各種のコンポーネントや
周辺機器などについても，1980 年代に入り，電
子部品組立工程の自動化，実装技術の発展・普及
により，従来は労働集約的だった組立工程が資本
集約的になってきたことで，組立そのものも固定
費の高い，規模の経済性が作用しやすい業界へと
変わってきた。こうして PC 産業，さらにはそれ

表５　PS/２ Model 25 シリーズの製品構成の変遷

出所：�International Business Machines Corporation [1987b] [1988][1990]などより作成。

価格
年 月 （＄） 84キー 101キー モノクロ カラー 720KB 1.44KB

8525-001 1987 8 1,350 8086　512KB 〇 〇 1
8525-004 1987 8 1,695 8086　512KB 〇 〇 1
8525-C02 1987 8 1,883 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット

8525-C05 1987 8 2,228 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット

8525-G01 1987 10 1,395 8086　512KB 〇 〇 1
8525-G04 1987 10 1,740 8086　512KB 〇 〇 1
8525-K02 1987 10 1,928 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット

8525-K05 1987 10 2,273 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット

8525-L01 1988 6 2,139 8086 640KB 〇 〇 1 ネットークPCアダプター

8525-L04 1988 6 2,484 8086 640KB 〇 〇 1 ネットークPCアダプター

8525-006 1990 6 2,295 80286　512KB 〇 VGA 1
8525-G06 1990 6 2,340 80286　512KB 〇 VGA 1
8525-036 1990 6 2,995 80286 1MB 〇 VGA 1 30MB HDD

8525-G36 1990 6 3,040 80286 1MB 〇 VGA 1 30MB HDD

機種名
発売年月

CPU メモリ
キーボード ディスプレイ FDD

その他
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らを構成するコンポーネント産業は，規模の経済
性や経験効果が作用しやすい産業であり，またそ
のような性格を持つ産業へと展開していくことに
よって，価格競争が進展しやすい産業であるとい
うことがいえるであろう。

このように PC 産業が規模の経済性が作用しや
すいとはいえ，すぐに価格競争が激化するとはい
えない。このように規模の経済性や経験効果を活
用した価格競争への展開が実現するには，参入障
壁が低く，多数の企業が PC 産業に容易に参入し
うる必要がある。その点に関しては以下の 3 点の
PC 産業特有の諸条件が存在していたと考えられ
る。

まず第 1 に，前節ですでに述べたように，PC
産業はその形成の当初より，アジアのメーカーも
含めて，多数の専門化され細分化された分業構造
を有する分厚い電子部品メーカーの存在を前提と
して形成されてきていた。それゆえ企業の大小に
かかわらず，新規参入企業はこのような多数の部
品産業から部品を調達することで比較的容易に
参入できたといえる。第 2 に，1980 年代に入り，
IBM の互換機市場が急速に立ち上がり，これが
事実上の標準となることで，部品やコンポーネン
ト，バス規格なども含めた様々な規格が統一され
るようになったことが，低廉な労働力を活用して
安価な部品を生産するアジアのメーカーも含め
て，多数の部品メーカーから標準部品を容易に入
手できるので，これが参入障壁を引き下げられる
要因の一つとなったといえる。また部品メーカー
にしてみても，規格化された部品が標準品として
多くの企業によって利用されるようになれば，顧
客横断的に同一部品を供給することが可能となる
ので，多数の顧客向けに大量生産が可能となり，
規模の経済性や範囲の経済性を活用することがで
き，コストを削減できる要因となる。そして第 3
に，IBM 互換機市場の拡大と相互に影響を及ぼ
しながら，前項で述べたような BIOS やチップセ
ットのような半導体部品が商品として ASIC 化さ
れ，大量生産されることで，PC メーカーは，重
要な PC 機能を容易にかつ比較的安価に入手でき
るだけではなく，その開発をも容易にすることが
できるようになり，その結果，参入障壁を低下さ
せる効果があるといえる。

いま一つの特徴である多品種化への展開につい

ては，それが可能となる基底にあるのは PC とい
う製品が既述のモジュール型システムであるとい
う点にある。このモジュール型システムとして
の PC は，規格化されたインターフェイスに従う
限り，代替可能なモジュールを交換したり，ある
いはまた新たなモジュールを追加することによっ
て，異なった製品モデルを構成することができ
る。そして PC の多品種化の促進が実現可能とな
っているのは，IBM の PC 規格にあっては，これ
が公開され，オープン化されて，多数のモジュー
ル・メーカーによって生産可能となっている点に
ある。すなわちキーパーツを含め，周辺機器やソ
フトウェアといった補完財は，黎明期の PC 産業
の成長を支え，また自らも発展してきた細分化さ
れた社会的分業に基づく多数のモジュール・メー
カーから供給可能であった。それゆえ PC メー
カーは，多数の多様なモジュールを独立したモジ
ュール・メーカーから調達し，これを組み合わせ
ることによって，様々なモデルを構成することが
できる。また統一された規格となっていること
で，大幅な設計変更なしにモデルの多様化を実現
できるので，PC メーカーにとっては，範囲の経
済性を活かして，これらの多様な製品を同一の生
産工程で効率的に大量生産することも可能となる
のである。モジュール・メーカーにとっても，イ
ンターフェイス規格が確定し，これが広く受容さ
れている市場においては，特定顧客に制限される
ことなく，広く横断的に同一モジュールを供給す
ることができるので，規模の経済性を活かすこと
ができる。また特定モジュールに専業化している
ようなモジュール・メーカーが多数存在するよう
な場合には，新たなモジュールの商品化や革新的
なモジュールの開発を迅速に実施し，また継続的
にイノベーションを実現しうる可能性が高まる。

とはいえ，モジュール型システムにおいては，
細分化された社会的分業構造の下で，同一規格の
モジュールがオープンに入手可能で，これが十分
な供給能力を持つ場合には，製品の差別化は困難
となるであろう。実際，PC 産業の場合には，多
くの PC メーカーが既存企業と同じものを調達で
きるので，製品差別化は困難で，PC 業界への参
入障壁も低く，したがって同一規格内での競争が
激しくなる傾向がある。それゆえこのような環境
の中では，機能の差異化は困難であり，PC メー
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カー各社は，他社よりも低価格の PC を提供する
か，あるいはいち早く新たなモジュールや高性能
のモジュールを活用して，新モデルや新製品の開
発を促進し，一時的でも高価格で販売することで
利益を獲得し，優位に立とうという競争が展開さ
れることになった。すなわち CPU の高速化，メ
モリや記憶装置の記憶容量の増加，モニターのカ
ラー化や高解像度化，さらには新たな周辺機器の
追加，ソフトウェアの高機能化，新たなソフトウ
ェアの開発などといった PC を構成するモジュー
ルの性能が継続的に向上するのに対応して，一部
の PC メーカーは，これらのモジュールをいち早
く導入した新たな PC モデルを開発し，その生産
をいち早く立ち上げて，高価格で市場に投入し，
販売する一方，学習効果・経験効果を活用して，
早期にコストを削減しつつ，差別化が困難な市場
において，他社よりも多くの利益を獲得できるよ
う，新製品投入を加速化させていった。この結果，
PC 産業では多品種化をめぐる競争が激化してい
るといえるのである。

こうして社会的分業によって多様なモジュール
を開発・生産する専業化された外部企業が多数存
在し，多様なモジュールを供給することができる
ようになれば，ある時点をとったときに，いずれ
かのモジュールで新製品が投入される可能性が高
まり，多くのモジュール・メーカーによる新製品
の開発が迅速に進められ，試行錯誤を通じてイノ
ベーションが促進される 35。そしてこのような多
品種化にあたって，新たな PC であっても，イン
ターフェイスが同一であれば，過去に開発された
既存の各種モジュールを活用することができるの
で，時間経過とともに活用可能なモジュールは累
積し，多品種化は一層進展していく傾向にある
であろう。たとえば IBM の PC の展開を示す先
の表 3 と表４・表５を比較してもわかるように，
1980 年代前半よりも後半になるにしたがって，
多機種化の傾向が進んでいる。アメリカにおける
PC 産業全体をとってみても同様の傾向はみてと
ることができる 36。このようなモジュールの蓄積
によって，PC 産業における多品種化は，モデル
種類の付加的な追加と代替的なモデル・チェンジ
のスピードの上昇によって，よりダイナミックな
モデルチェンジ 37 へと展開していった。

こうして，PC 産業においては，細分化された

社会的分業の下でのモジュール生産が進展するな
かで，1980 年代半ば以降，とりわけ PC 互換機
の台頭とともに，事実上の標準として規格の統一
が進み，価格競争と，多モデルの投入や新製品開
発による差別化競争とが展開していった。このよ
うな 80 年代における PC 産業においては多数の
中小規模の企業が参入し，競争が激化したとい
われる。この時期の PC 産業におけるハーフィン
ダール指数は，70 年代末の 0.5 ～ 0.6 程度から 80
年代半ばの 0.2，80 年代末の 0.1 へと急激に低下
し，激しい競争状態を示している 38。 PC 産業に
おける企業数も 80 年の 100 社程度から 86 年ころ
には 300 社に達し，参入企業数，退出企業数とも
に 80 年代半ばころより増加しており，PC 産業
の競争の激しさを伺い知ることができる 39。さら
に Stavins [1995a] の研究によれば，企業の生存
年数（退出までの時間）は短く，設立 1 年での退
出企業は全退出企業の半数を超え，2 年目が 2 割
程度と，退出企業の割合は生存年とともに減少し
ている。すなわちこの市場においては，生存時間
の長い既存企業がそのブランドの認知からくる企
業の評判・信頼の優位性に基づいてさらに長く生
存する傾向がある一方，新規参入企業は参入が容
易ではあるが，早期に退出する確率も高く，生存
を続けることが困難な競争の激しい市場であるこ
とが伺われる 40。このような競争の激しさは，具
体的にこれまで述べてきた価格競争と多品種化を
通じた差別化競争を通じて展開しており，それは
PC の価格性能比の急速な向上，したがって性能
に対する実質的な PC の価格の急速な低下として
あらわれていった。先の図 5 のグラフでは 80 年
代半ば以降むしろ上昇しているが，実際には，品
質で調整した物価指数の諸研究によれば，70 年
代末以降の実質価格は，低下しており，とりわけ
80 年代後半急速に減少していることが示されて
おり，このことも本項で述べた激しい競争を反映
しているものと考えられる 41。

（３）規格内競争の確立と変容
このような 1980 年代の PC 産業における激し

い競争は，IBM の規格に従った互換機メーカー
が多数参入することによって形成された事実上の
標準の結果として生じた同一規格内における競
争の一つの帰結であった。その競争の結果とし
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て，PC 市場は急速に拡大する一方，IBM 自身は
この競争によってすでにみたようにそのシェアを
大きく低下させることとなった。このような互換
機メーカーに対しては，IBM は，前述のように
BIOS コードの著作権を取得することで PC 市場
における互換機メーカーの参入を抑制しようとし
たが，クリーンルーム方式で生産された BIOS の
内製化，さらにはその外販によって市販されるよ
うになったことでその効果はなくなった。

しかしながら IBM は，その PC の生産能力が
需要に追いつき，大量生産が可能になって，規模
の経済性が作用するようになれば，モジュールの
調達コストも下がり，PC の製造コストを下げる
ことができ，IBM にコスト上の優位性が出ると考
えていた 42。また製品を継続的かつ迅速にアップ
デートし，新たな機能を追加し，価格を低下させ
ていくことができれば，互換機メーカーに対して
優位に立てたかもしれない43。しかしながら IBM
の PC へのサプライヤーであったモジュール・
メーカーが，IBM 向けのモジュールを大量生産
し，それが IBM への供給を上回り，過剰となっ
たとき，モジュールをより安価に互換機メーカー
に供給するようになることで，むしろ IBM のほ
うが割高の部品を購入することになったといわれ
る 44。また 1981 年 8 月に IBM PC を出して以来，
83 年 3 月の XT，84 年 8 月の AT と，ほぼ 1 年
半で新たな CPU を使用した新しい機種を投入し
てはきた IBM であったが，85 年に Intel から発
売された新たな CPU の 80386 の利用は，AT 発
売からおよそ 3 年もかかり，大きく出遅れること
となった45。

この間，互換機は IBM の PC で利用できるソ
フトや周辺機器をほぼ利用できるようになり，
ノーブランドも含めて，ユーザーのニーズによっ
て価格や機能が選択できるほど多様な互換機が市
場に投入されるようになって，そのシェアは伸ば
し，ブランド企業としての優位性を持つ IBM を
脅かす存在となっていった。そしてついに 1986
年 9 月，IBM に先んじて，互換機メーカーの
Compaq 社 は，80386 を 用 い，40MB と 130MB
の HDD を内蔵する DESKPRO 386 の 2 つのモ
デルを発売した。（その翌月には HDD が 70MB
のモデルを追加。）この DESKPRO 386 は，IBM
の PC と互換性があり，MS-DOS 上で動くソフト

ウェアもほぼ修正することなく利用できるうえ，
IBM の PC AT に比べて 3 ～ 4 倍の処理速度をも
っていた。この DESKPRO 386 の投入を契機に，
80386 を利用した互換機が他社からも相次いで市
場に出され，Compaq は，その市場シェアを拡大
するとともに，PC 産業において主導的役割を担
うようになっていった 46。

このような互換機メーカーの脅威の増大に対
抗して IBM は，すでに述べたように（表 4，図
6 参照），1987 年 4 月，新たなバス規格と新たな
OS をも含む新しい PS/2 ファミリー 4 機種を一
気に投入し，最上位機種として 80386CPU を利
用した Model 80 も発表した（発売は同年 7 月）。
これと併せて IBM は旧モデルの価格引き下げを
発表し，徐々にその生産も停止していった 47。新
たな PS/2 ファミリーの 4 モデルのうち，バス規
格では，Model 30 を除き，Model 50/60/80 の 3
モデルはこれまでの PC と互換性はなく，新しい
バス規格 MCA を採用している。これまでの自ら
の 80286CPU を使用した PC AT の 16bit のバス
規格では高速・高機能な 32bit の 80386CPU を十
分に活用しつくせなくなり，これを有効に活か
すための新たなバス規格として，これまでの AT
バス規格とは互換性のない刷新された規格である
MCA が開発された。また OS については，いず
れのモデルも DOS 3.3 が利用でき，ソフトウェ
アの互換性は維持されているが，やはり 80386 の
性能を十分に活用するためには，Microsoft 社が
供給する新たな OS/2 が必要で，Model 50/60/80
の 3 モデルがそれを利用できた。ただし PS/2 発
表時においてこの OS/2 はまだ開発中であり，標
準版が同年 12 月，拡張版はさらに 1 年後の 88 年
11 月まで発売されなかった。

このように IBM は高性能な CPU への対応と
して新たなバス規格を市場に投入し，これまで
同様，その仕様をほとんど技術仕様書に掲載し
たが，回路図はなく，これを ROM 化してその複
製を困難にした。またこの MCA について特許ま
たは著作権の保護を申請することで法的に複製
を禁止し，この新たなバス規格の無断での模倣
ができないようにした 48。そして 1988 年 4 月に
は，IBM の新しい特許方針を公表した際，同時
に，PS/2 ラインの特許をライセンスする意思も
表明し，合法的な互換機製造の認証を通じて互換
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機メーカーを調整しながら，それらからライセン
ス料を徴収することでこれを収益源としようとし
た 49。

IBM の PS/2 ファミリーの投入は，規格内競争
を展開してきた互換機メーカーに対して相反する
ふたつの動きをもたらした。そのひとつは IBM
とのライセンス契約と MCA を利用した PS/2 互
換機開発への対応である。たとえば，1988 年 4
月に Tandy 社や Dell Computer 社が，また同年
11 月には台湾の Mitac International 社が IBM と
の間でライセンス契約を結び，PS/2 の互換機開
発を発表している 50。また 89 年半ばにおいて，
それ以外の多数の互換機メーカーとも IBM は交
渉を行って，特許契約を結んでおり，その中の企
業には MCA を利用した PC の開発を発表する企
業もでてきていた 51。

動きのいまひとつは，この動向とは対照的
に，IBM の新しい規格とは異なり，かつこれま
での PC AT のバス規格と互換性を持つ規格を
主要互換機メーカーが共同で立ち上げようとい
う動きである。PS/2 が発表されてからおよそ 1
年半後の 88 年 9 月，Compaq 社をはじめとする
代表的な互換機メーカー 9 社は，ニューヨーク
で記者会見を開き，PC AT のバス規格と互換性
がありながら，これを拡張した 32bit のバス規
格 で あ る EISA（Extended Industrial Standard 
Architecture）を共同で発表した。すでに 1986
年に Intel が 80386CPU を発表した際に，32bit の
バスの標準規格を策定するために特別委員会が
立ち上げられていた。この委員会は，Compaq が
80386 を初めて使用した Deskpro386 を発表した
のを機に解散したが，その後，いくつかのメー
カーから 80386CPU を使用した PC が発表され，
それぞれ独自のバス規格を持つため相互に互換性
が欠如していた。そして 88 年，改めて 9 社が集
まり，協力，調整する形で統一した EISA の規格
として 32bit バス規格が策定され，公表されるこ
とになったのである 52。この際，これまで PC AT
のバス規格について，その信号特性やタイミング
特性，機械的仕様が AT の技術仕様書には明示
的に規定されていなかったため，互換機メーカー
間で差異があったので，これを ISA（Industrial 
Standard Architecture）規格としてあらためて規
定した53。 EISA バスはこの ISA バスを拡張した

ものであり，これと互換性があるため，MCA と
は異なって，ユーザーはこれまで利用してきた周
辺機器等を利用できた。

こうして 1980 年代初頭において IBM の規格が
事実上の標準として，規格の統一が進んできた
が，80 年代末に至って，CPU の高速・高機能化
に対応するべく，旧来の ISA，ISA を拡張してい
るが互換性のない MCA，そして ISA と互換性を
維持しつつ拡張された EISA という 3 つの規格が
PC 産業において形成されることになった 54。こ
こでこれら 3 つの規格が 89 年以降どのように展
開したのかについて，結果だけ述べると，MCA
も EISA も主流とはなりえず，これまで主流で
あり続けた ISA が 90 年代初頭においてもなお持
続し，その後，92 年に Intel によって策定された
PCI（Peripheral Component Interconnect）バス
規格によって，ISA が徐々に置き換えられていく
ことになった。その詳細についてここでは論じら
れないが，80 年代末におけるこれらの 3 つの規
格の動向について簡単に述べておこう。

PS/2 は，1987 年 4 月に発売された後，半年足
らずで 150 万台，1 年余りで 200 万台が出荷され
たと IBM から発表されている。しかしながらそ
の IBM のシェアは減少しており，また出荷され
た PC が顧客に販売された台数を反映している
か疑問が呈されていた。また出荷されたモデル
も，Model 30 や 50 が多いといわれており，主
に DOS のアプリケーションを動かすために利用
され，Model 60 や 80 といった MCA を利用す
る高機能 PC の販売は限られ，MCA の普及には
つながっていないとされた。また IBM とのライ
センス契約を通じて PS/2 の販売を計画してい
た企業も 88 年半ばの時点で，実際に上市したの
は Tandy 社のみで，その売れ行きも芳しくなく，
また Dell 社は MCA 対応製品出荷の無期限延期
を発表した。PC の展示会である Comdex でも，
88 年末には，MCA バスを搭載した PC は少なく，
89 年末になってようやく展示が出るようになっ
てきた。むしろ，IBM が PS/2 ファミリー以前
の機種を販売・生産停止したため，かえって PC 
AT の需要が高まり，AT 互換機の売れ行きが好
調で，これに対応して IBM は Model 30 の CPU
を 286 にアップグレードすることで AT との互
換性がある機種を 90 年 5 月に発売している。ま
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た EISA については，規格が MCA よりも 1 年半
遅かったため，大きく出遅れ，89 年末にようや
く HP と Compaq が EISA のバス規格を利用した
PC を発売できた状況に加え，高価格ということ
もあり，その普及はなかなか進まなかった 55。

新たなバス規格の MCA の普及が低調だったの
は，やはりそれ以前の周辺機器との互換性がな
く，また周辺機器が高価であったためといえよ
う。同じことがEISAについても言えるのであり，
EISA の場合，周辺機器との互換性があったとは
いえ，やはり高価であり，MCA と同様，まだ高
性能な CPU を活かすような周辺機器がそろって
いなかった 56。また MCA，EISA のいずれにも，
その機能を十分に活かすほどのソフトウェアがそ
ろっていなかったこともその普及に歯止めをかけ
ていたと考えらえれる。PS/2 については，1988
年 10 月には拡張版の OS/2 とともに，GUI を備
えたプレゼンテーション・マネージャーが発売さ
れ，また EISA においても 88 年末には Windows 
2.1 も利用できたが，両社とも，その性能の未成
熟さとアプリケーション・ソフトの不足によっ
て，普及へのインパクトにはならなかった 57。加
えて，2 つの新たな競合する規格の並立によって，
いずれが優勢になるのかを見極めるため，PC
メーカー，周辺機器メーカー，そして何よりユー
ザーがその投資の決定を遅らせたことで，普及が
遅れたと考えられる。こうして 91 年の半ばころ
の PC 産業においてもなお，MCA も EISA も普
及せず，ISA がバス規格において主流となってい
た 58。
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ついては Digital Research 社の CP/M-86 と Softech 
Microsystems 社の UCSD p-System も利用できた。
この経緯については Carroll［1994］ pp.41-42（邦訳
55-56 頁）参照。

６　IBU による開発の経緯については，Chposky et 
al. ［1988］，IBM Archives の The Birth of the IBM 
PC，および Allan［2001］ pp.9/1-9/6 参照。1983 年
8 月，PC の IBU は解消され，新たに事業部としてエ
ントリー・システム事業部が設置された。（Chposky 
et al. ［1988］pp.149-150（邦訳 272-274 頁））。なお
IBM における IBU については坂本和一［1985］330-
332 頁参照。

７　Chposky et al. ［1988］ pp.67-68（邦訳 127-128 頁），
Chandler ［2005］ pp.137-138.

８　Chposky et al. ［1988］ pp.120-124（邦訳 64-67 頁），
Lemmons ［1981］ p.32.

９　Chposky et al. ［1988］ pp. 20-23（邦訳 48-54 頁）。
10　Lemmons ［1981］ p. 32, Gens et al.［1983］p.138

参照。
11　Chposky et al. ［1988］ p.117 （邦訳 214 頁）参照。 
12　日本電子計算機株式会社［1985］199 頁。出所元は

EDP Industry Report である。
13　Langlois［1992］pp.34-35. なおシェアの出所元は

Dataquest である。
14　Steffens ［1994］ pp.228-229 参 照。1987 年 の 用 途

別出荷台数シェアは，ビジネス 58.6%，家庭 26.9%，
科学技術 5.2%，教育 9.3%，90 年には，同 69.8%，
10.0%，9.3%，10.9% となっている。なお出所元は
IDC である。

15　Chposky et al. ［1988］ p.117（ 邦 訳 213-214 頁 ），
Business Week［1983］p40, Kieran ［1983］, Kneale 

［1986］を参照。
16　日本電子計算機株式会社［1986］269 頁および日本

電子計算機株式会社［1988］157 頁参照。また「1990
年 1 年間に世界中で販売された 24 百万台のコンピ
ュータのうち，およそ 9 割はウィンテル技術を搭載
したコンピュータだった」といわている。（Carlton 

［1997］p.131（邦訳（上）208 頁））
17　Que Development［1988］p.145-148 参照。
18　Ta-162H ［2003］ 39 頁，60 頁，89-90 頁。PC 産 業

において，互換性，したがって PC 業界の標準やそ
の競争の展開を考えるうえで，バス・アーキテクチ
ャーの展開は重要である（立本［2007］参照）。
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19　Montague et al. ［1983］ に 転 載 さ れ た Future 
Computing 社 の 記 事（pp.248-249） を 参 照。 な
おその記事では，アメリカの PC 市場調査会社で
あ る Future Computing 社 が 1983 年，Intel 社 の
8088/8086 の CPU と MS-DOS を搭載した 32 種の PC
と IBM PC との互換性を調査している。この調査で
は，IBM 用のソフトウェア，アドオンボード，フロ
ッピーディスクの使用可能性に対応して互換性を「動
作互換的」，「機能互換的」，「データ互換的」，「非互
換的」の 4 つに分類し，もっとも互換性のレベルが
高いと評価される「動作互換」であったものは 6 種
だけで，そのうち Best と評価されたのは Compaq 
Computer と Columbia　Data Systems の PC2 種 だ
けであった。

20　Montague et al. ［1983］ p.248 参照。
21　これらの IBM による訴訟，訴えについては，

Caruso［1984］p.15，Sanger ［1984］，King ［1984］，
Surtees ［1984］，InfoWorld［1986］ p.18，Yoshimi 

［1987］ p.67 を参照。なお台湾については，1984 年，
IBM 互換機を製造していた台湾企業 11 社は，複写
の停止，新聞での謝罪，著作権を侵害したすべての
回路の回収，今後の違反行為に対する 12 万 5 千ドル
の違約金支払いなどの IBM からの要請を受け，これ
に同意しない 2 社が告発されている（King ［1984］）。
またIBMがこのころ訴訟を起こすようになったのは，
当時，注目されていたアップル社の OS のプログラ
ムに対する著作権侵害をめぐる Franklin 社との訴訟
が 1983 年 9 月にアップル社勝訴で決着したことで，
コンピュータ・プログラムがコンピュータの回路の
一部であっても著作権の対象となることが実際に認
められたことを受けていたといわれる。アップル社
の訴訟については，Sanger ［1983］参照。

22　Cringely ［1992］ pp.170-171（邦訳 182-183 頁），Rosch 
［1991］邦訳196頁参照。

23　Dahmke［1983］pp.30-36 参照。
24　Cringely ［1992］ p.171（邦訳183頁），Lindberg ［2008］

pp.240参照。なおリバース・エンジニアリングやクリー
ンルーム方式については，Glass ［1989］ p.308 および
Schwartz ［2001］p.62参照。

25　McCullough ［2014］に掲載された Compaq 社の創
業者 Rod Canion のインタビューを参照。

26　Langdell ［1984］ p56, Stipp ［1985］, Warner ［1987］ 
p.8 参照。なお Phoenix 社のリバース・エンジニアリ
ングについては，Hillkirk ［1987］参照。

27　Ta-162H ［2003］183 頁，186 頁参照。
28　ASIC は，メモリや CPU などの標準的な IC 製品と

は異なり，様々な電子機器の特定用途に向けて設計・
開発された IC 製品であり，設計主体は半導体メー
カーではなく，当該 IC を利用するユーザーであると
ころに特徴がある。このような ASIC は，半導体に
関連する設計・製造，検査，パッケージング，CAD

（Computer Aided Design）などの諸技術の発展を背
景として，半導体メーカー以外の IC 設計および設
計者が大幅に増加するなか，自ら製造機能を有せず，
特殊な半導体の設計・開発に特化し，当該分野で多
様な製品を供給・外販するファブレス企業としての
ASIC ベンダーを創出することによって，産業とし
て 80 年代に入り急成長していった（Collett ［1991］
pp.1-2，Rappaport et al. ［1991］ pp.73-75（邦訳 9-12
頁））。こうした ASIC 産業の成長は，これを利用し
て各種の電子機器を製造する中小規模の企業の参入
を容易にしたともいわれ（Hilbert ［1991］p.12），ま
さに PC 産業もまた後述の BIOS やチップセット・
ベンダーの創出によってその恩恵を受けた産業とい
えよう。このファブレス企業と協力し，コンピュー
タメーカーは自社の製品を差別化し，性能を向上さ
せ，開発期間を短縮化していった（Saxenian ［1996］
pp.117-125（邦訳 206-218 頁）。そしてこのようなフ
ァブレス企業は，その後の半導体産業におけるファ
ウンドリーをはじめとする受託製造の隆盛，設計・
開発と製造の分業進展の背景となっていると考えら
れる。

29　Cringely ［1992］ pp.180-181（邦訳 193 頁），Gantz 
［1988］p.34 参照。

30　Collett ［1991］ pp.11-12 参照。
31　Dow Jones News Service ［1987］，Allan ［2001］

11-17 参照。なお C&T 社は，1985 年 10 月から始
まる 86 年度の 26 百万ドルの売上から 87 年度 96 億
ドルの売上へと 3.7 倍の急成長を実現した。（Gantz 

［1988］p.34.）
32　Ahl ［1984］ p.45，The Wall Street Journal ［1982］参照。

なおイギリスのPCメーカーSinclare社のZX81が最安
値の49ドルで販売されている。このような激しい価格
競争の結果，TIは1983年には過去最大の損失を発表し，
家庭用PC事業から撤退したり，Atari 社がゲーム事業
の不振もあってコンピュータ事業を切り離し，売却さ
れるなど，様々な業績悪化をもたらした。

33　Kneale ［1984］，Scannell ［1983］ p1，Bender 
［1986］ p.6, The Wall Street Journal ［1986］参照。

34　Gleisser［1987］参照。
35　Langlois ［1992］ pp.39-40, p.47，Langlois［2007］ 

pp.91-92，（邦訳 139-140 頁）参照。
36　アメリカの PC 市場において，PC の製品モデル数

は，1980 年の 100 種ほどから 92 年には 2,000 種以上
に増加した。また 1 社平均では 80 年の 1 種を若干超
えた程度，85 年ころの 2 種程度から，90 年には 5 種，
92 年には 7 種以上へと増加し，80 年代後半以降，そ
の数を急増させている。さらに最新技術に基づいて
導入された製品は，74 年から 85 年の間では全製品
の 70% であったが，86 年から 92 年の間では 44% だ
けであり，時間の経過とともに既存技術の利用によ
る製品導入が増えている。Bayus ［1998］ pp.771-773，
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Bayus et al. ［1999］ pp.141-142 参照。（なおこれらの
データは IDC の 1974 年から 1992 年までに発売され
たデスクトップ PC 全モデルから作成したデータに
基づいている。（Bayus ［1998］ p.766，Bayus et al. 

［1999］ pp.140.）
37　ダイナミックなモデル・チェンジのパターンにつ

いては Sanderson et al. ［1996］ pp.14-15 参照。
38　Stavins［1995a］ p.14 参照。
39　 企 業 数 に つ い て は Bayus et al.［1999］pp.141-

142，参入・退出企業数については，Stavins ［1995b］ 
pp.572-573 参照。なお後者の参入退出・企業数につ
いては，米国で出版されている PC 雑誌から収集さ
れた，1976 年から 88 年までに米国で販売された新し
い PC，1,480 モデルによるデータセットに基づいて
いる。（Stavins ［1995b］p572.）前者については注 38
を参照。

40　Stavins［1995a］ p.15. なお PC メーカーの生存時間
が長くなればなるほどその優位性を獲得することに
なるが，その優位性が消費者による慣れ親しんだブ
ランドの購入という既存企業のブランドの優位性に
基づいていることを明らかにしている。また既存企
業は最も技術的に進んだ製品を提供しつつ，ブラン
ド認知度を利用して，旧モデルを提供し続ける一方，
新規参入企業は既存の市場セグメントに進出するが，
市場から退出する確率も高いことを明らかにしてい
る。（Stavins［1995a］ p.23.）

41　Filson ［1998］ の推計によれば，1976 年から 82 年
までの品質調整済の価格は年平均 15% 程度低下して
おり，82 年から 88 年まではさらに 22% ～ 27% 程度
の低下となっている。（p.450）同期間の別の調査に
よっても 28% の価格低下がみられており（Berndt et 
al. ［1993］p.90），80 年代後半にかけて PC の価格性
能比が急速に高まったことが伺える。

42　Business Week［1983］ p.40 参照。
43　Lewis et al.［1986］p.50. また IBM の当時の PC 事

業のトップもまた新技術をいち早く市場に投入する
ことで競合企業に対して優位に立とうと考えていた
といわれる。（Carroll ［1994］ p.122（邦訳 143 頁））。

44　Ferguson et al. ［1993］p52（邦訳 77-78 頁）。なお
IBM PC のコストは，この割高の部品コストに加えて
IBM における管理コストのために，1992 年において
さえ，IBM の機械は 1 台当たり 200 ドルから 1000 ド
ル割高だったといわれる。なお Carroll ［1994］ pp.73-
74（邦訳 91 頁）も参照。

45　IBM は，1980 年 代 前 半 に お い て も，PCjr. や
Portable での失敗，AT の HDD 不良問題など，多
くの問題を抱えていたといわれる。これらの問題や
80 年代後半の新機種開発の遅れについての原因とし
て，当初，独立事業単位として開始されたPC事業が，
83 年には事業部門として IBM の全社的組織の中に組
み込まれたことによる官僚的管理方式の様々な弊害

が指摘されている。たとえば Carroll ［1994］pp.67-75
（邦訳 84-93 頁），pp.120-125（邦訳 141-145 頁），お
よび Chposky et al. ［1988］ pp.164-168（邦訳 301-306
頁），pp.177-179（邦訳 320-324 頁）参照。

46　Duke ［1986］ お よ び Byte editorial staff ［1986］
pp.84-89 参照。なお Deskpro 386 は半年でほぼ 5 万
台を売り上げたといわれ（Ryans et al. ［1995］p.5），
間もなく，他の企業も相次いで 80386 を用いた機
種を開発している（Lewis ［1986］）。また 1986 年以
降，IBM はそのシェアを落とす一方，Compaq がシ
ェアを伸ばし，その後も新たな技術を IBM に先んじ
て製品化していくようになった。（Ivey et al. ［1989］ 
pp.94-95.） 

47　旧モデルの価格は 9% から 35% 引き下げられる一
方，すべてのモデルは需要が続く限り製造されると
いわれていたが（PC Magazine ［1987］p.51），1 モデ
ルを除いて生産は停止され，1987 年の第 3 四半期で
製造を終了する計画となっていた（Newcome ［1988］
p.91，Sultan ［1989］p.19）。

48　Machrone ［1987］ p.155 参照。
49　Miller ［1988］ 参照。
50　The Wall Street Journal ［1988］および Thompson 
［1988］参照。

51　Halper ［1989］参照。
52　Dodge ［1988］，Doherty ［1988］，Depke ［1988］，

および Newcome ［1988］p.93 参照。なお記者会見を
行った企業 9 社は，Compaq Computer 社をはじめ，
AST Research 社，Epson America 社，Hewlett-
Packard 社，Ing. C. Olivetti 社，NEC Information 
Systems 社，Tandy 社，Wyse Technology 社，
Zenith Electronics 社 で あ っ た。 な お 会 場 に は，
Intel 社，Microsoft 社，Digital Communications 
Associates 社，Novell 社，3Com 社などの周辺機器，
ソフトウェアベンダーが参加し，この規格を支持し，
Intel 社は EISA 仕様のチップセットを製造する予定
となっていた。ちなみに 9 社はいずれも当時 MCA
互換の PC も開発中であった。Depke ［1988］ 参照。

53　ISA の設定経緯については，立本［2007］ 18-19 頁
および Newcome ［1988］p.92 参照。

54　なお立本［2007］によれば，PC 産業のアーキテ
クチャは 1980 年代初頭の多くの PC の規格が乱立し
ていたクローズド・インテグラル型から，1989 年の
AT 互換機の ISA バスが確立することでオープン・
モジュラー型へと転換し，IBM プラットフォームへ
の依存から脱却したとしている（30-31 頁）。

55　Carroll ［1988］，Depompa ［1988］，Dunker 
［1988］，Harrington ［1989］参照。なおヨーロッパ
市場では MCA については比較的好調で，一定の普
及を遂げた一方で，EISA は大きく出遅れた。ヨー
ロッパ市場については Hudson ［1988］，Thompson 

［1989］参照。
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56　MCA のカードの設計が困難で，製品および製造に
関する高コストとなる点については Newcome［1988］
p.94 参照。EISA のカードについても部品コストが高
く，廉価な PC 互換機のメリットを減じてしまうの
で，当時はまだ周辺機器がさほど高速ではなく，多
くのユーザーにとってこれまでの資産を利用できる
PC 互換機で充分であった。なお 1990 年代に入り，
Windows3.0 が発表されて，高解像度で高速な表示が
必要となると，高速なバスが必要となり，これまでの
状況が変化していくこととなる（Ta-162H ［2003］41
頁参照）。なおこのような状況の中で自らのMCAの機
能強化のための標準の作成，製品間の互換性の確保に
よるMCAの普及を促進するために IBMは 90年 10月
にコンソーシアム MCDA（Micro Channel Developers 
Association）を，Intel 社，NCR，C&T 社など PC メー
カー，チップメーカーなど14社と設立し，MCAをオー
プン化した（Rohm ［1990］参照）。

57　Schlender ［1988］参照。
58　Stone［1991］によれば，アメリカにおける PC ベ

ンダー上位 25 社が発売している 80386CPU（2 種）
および 80486CPU（3 種）を搭載した PC のモデルが
採用したバス規格は以下の通りであった。386/25：
ISA19，EISA0，MCA2，386/33：ISA17，EISA4，
MCA1，486SX/20：ISA3，EISA1，MCA2，
486/25：ISA10，EISA8，MCA4，486/33：ISA3，
EISA15，MCA3。全体として ISA が多く，次いで
EISA が多いのがわかる。また高性能な CPU のモデ
ルには EISA が利用される傾向があるといえる。な
お MCA 規格のみを利用している企業は IBM と NCR
の 2 社であり，EISA と MCA の 2 規格を使っていた
のが ALR の 1 社であった。それ以外は ISA を利用
したモデルを出しており，すべてのモデルが ISA の
みであったのは Gateway 2000 の 1 社のみであった。
多くの企業が ISA を使い続け，かつまた複数の規格
を併用していたことが伺える。
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